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I Ja-10 昼光利用による省エネルギー評価に関する理論的研究
○岩田淳子＊　田中辰明＊■*
(＊お茶の水女大・院、＊＊お茶の水女大J

〔(社) 日 本家 政学 会

【目的】昼光率を求めるのに必要な立体投射率Ｕを容易に計算できるExcel プログラムを作

成し、それを利用することによって、窓計画の自然採 回 ＼｣用による省エネルギー性を検討

するため、窓面積、窓形状によるＵ 値への影響を検討してみた。

【方法】 境界面積分の法則を利用し、窓形状を座標で表わすことによってプログラム化する。

そしてそれを利用し､ 設定条件( 居間: 縦3.6m  X横6.3m  X高さ2.4m 、測定面床上0.6m)

における立体投射率を縦、横0.2m おき各527 点について計算した。なお窓面積は窓面Ｓ

に対して40% ～100％( 全面窓) について計算し、窓面積変化による検討も行った。

【結果】側窓、天窓について計算できるようになった( 窓数無制限)。このExcel プログラ

ムを利用すると１測定点における立体投射率を計算するのに21KB 、今回の計算条件に連

動グラフ４つで約144KB  (マクロ利用) でありとても軽く、手軽に計算が行える。また

このプログラムを利用し､ 様々な窓形状、窓面積における立体投射率Ｕ を計算した結果、

窓形状によるＵ値の変化には一定の傾向があった。同じ窓面積でも窓を高く設置すると均

せい度が高くなり、部屋の奥まで光が届きやすくなる。また窓の分割数の増加、窓の測定

面からの距離に比例して窓形状の影響がでにくくなった。さらに窓面積変化とＵ 値には相

関性があり、部屋の奥部にいくほど窓面積変化による効果が少ない傾向となった。
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2Ja-l　　　　　暖房時の湿度環境と高齢者 の乾燥感 との関連

○五十嵐由利子＊）　 高橋啓子＊＊）

（＊新潟大学　　＊＊愛知江南短大）

目的　これまで高齢者居住施設の温熱環境の実態調査を行ってきたが、多くの施設で

冬季暖房時の低湿環境が問題となっていた。一方、高齢者の多くは一般住宅に居住して
おり、各種暖房器具の普及により住宅の温度環境はかなり改善されてきていると考えら

れるが、湿度環境の実態については明らかにされていないことが多い。そこで本研究で

は、高齢者の身体周囲温湿度の実態測定により、暖房方法と暖房時の乾燥感等との関連
を検討することを目的とした。

方法　新潟県５戸（5 名）、愛知県６戸（６名）を対象に、2000 年２～３月に実測調

査を行った。対象住戸はすべて戸建て住宅で、１ 人を除いて日中の居室（居間）と寝室

は別であった。室内の温湿度測定は、居間と寝室の２室とし、高齢者の身体周囲温湿度
は、肩に温湿度センサーを取り付けた実測用ベストを着用することによって測定した。

また、在室時は、暖房時間、温冷感、乾燥感等などを記録することとした。

結果　1 ）暖房方法に地域差が見られ、地域の気候条件や住宅性能の影響が推測され
た。２）室内の相対湿度は、高齢者居住施設ほど低湿環境ではなかったが、身体周囲の

相対湿度はやや乾燥している例も見受けられた。3) 暖房時の乾燥感を訴える人はほと

んどいなかった。どの程度の湿度環境が乾燥感に影響を及ぼすかの研究が、今後の課題

である。
なお、本研究の一部は（財）住宅総合研究財団研究助成金によって行われた。
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